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学会・研究会抄録

女性医師・研究者支援シンポジウム 2021

日　時：2021 年 6 月 26 日（土）9：30～（収録）
主　催：東京女子医科大学女性医療人キャリア形成センター女性医師・研究者支援部門

司会� （女性医師・研究者支援部門副部門長，衛生学公衆衛生学講座公衆衛生学分野）野原理子
挨拶� （理事長）岩本絹子
� （学長）丸　義朗
開会の挨拶� （女性医療人キャリア形成センター長）肥塚直美
東京女子医科大学の女性医師研究者支援� （女性医師・研究者支援部門長，臨床検査科）佐藤麻子
女性医師研究者研究発表会
　2020 年度「研究支援員制度」利用者による研究報告
� 座長（生理学講座神経生理学分野）宮田麻理子
　発達期視床でのヒゲ経験依存的シナプス再編における神経活動の役割の解明
� （生理学講座神経生理学分野）中山寿子
� 座長（外科学講座下部消化管外科学分野）山口茂樹
　人工知能AI を用いた手術動画解析� （外科学講座下部消化管外科学分野）番場嘉子
ダイバーシティ環境整備事業報告会
� （ダイバーシティ環境整備事業推進室長，解剖学講座神経分子形態学分野）本多祥子
ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業「勤務環境改善プロジェクト」報告
� 座長（ダイバーシティ環境整備事業推進室長，解剖学講座神経分子形態学分野）本多祥子
COVID-19 感染拡大下での新入医局員勧誘方法の検討� （整形外科学講座整形外科学分野）冨永絢子
神経精神科におけるCOVID-19 感染防止に配慮した勤務環境整備� （精神医学講座精神医学分野）伊藤聡子
閉会の挨拶� （医学部長）石黒直子

〔ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業 
「勤務環境改善プロジェクト」報告〕

企画挨拶：勤務環境改善プロジェクト報告
（ダイバーシティ環境整備事業推進室長，解剖学講座�
神経分子形態学分野）� 本多祥子

　東京女子医科大学は，2016年度文部科学省科学技術人
材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシ
アティブ（特色型）」に採択され，研究者のライフイベン
ト及びワークライフ・バランスに配慮した研究環境の改
善やこれに向けた機関内の意識改革，女性研究者の裾野
の拡大，女性研究者の研究力の向上及び上位職への積極
登用等を実施して参りました．実績をあげてきた従来の
プロジェクトにさらに多様な視点と発想を取り入れつ
つ，皆様の多大なご協力のもとで様々な活動を続けるこ
とができ，本年はいよいよ事業期間 6年目の最終年度を
迎えました．
　本学ではこの活動の一環として，2017年度より女性研

究者の研究環境整備に有効な部局横断的取り組み「女性
医師・研究者の所属する医局における勤務環境改善プロ
ジェクト」を進めております．この「勤務環境改善プロ
ジェクト」では，学内でも特に女性医師・研究者が多数
在籍し精力的に育成されている診療科が選定されます．
各診療科内で結成されたワーキンググループが中心と
なって座談会を開き，医局内の課題について検討し，数
か月間にわたり改善を実施してきました．最初の座談会
では，我が国の勤務医の勤務環境の現状について情報共
有を行い，自らのキャリアイメージについて考え，その
実現のための課題について活発な意見交換を行います．
すなわち男性女性を問わず多様な働き方を可能にするた
めの課題解決策として，研究・教育など診療以外に必要
な時間の確保，短時間勤務を当たり前にする意識醸成，
不公平感の是正など，さらに今年度は特にCOVID-19 感
染拡大下での勤務環境改善施策について，様々な視点か
ら検討し組織としてのテーマを設定しました．そして各
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査読へのお礼

『Tokyo Women’s Medical University Journal』『東京女子医科大学雑誌』で
は Vol.5/第 91 巻への寄稿・投稿論文につきまして，Editorial Board/編集担
当幹事のほか次の先生方にご査読をお願いいたしました．ご協力に厚く御礼
申し上げます．
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